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あさだ和宏を育てる会

会　長　落合　利治

編集長　中井　欣也

討議資料

八潮市議会議員　あさだ和宏（42歳）無所属（民主・市民クラブ）
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継続こそ・力なり!!
子育て世代の声を市政へ!!

地方政治改革ネット 会員
青年地方議員の会 会員

所　属　団　体

１９６８年　３月２８日

八潮市に生まれる（現在42歳）

市立大瀬小（八小）大原中（二中）を卒業

私立成立学園（商業科）を卒業

０１年　（社）八潮青年会議所理事長
（青年会議所の事業を通して、
政治のあり方・教育問題に関心を持つ）

０１年　９月市議選に立候補
（最年少候補（当時）３３歳）
１２２９票１２位当選
０５年　９月　
2度目の市議選に立候補（３７歳）
１４１５票９位当選
０9年　９月　
3度目の市議選に立候補（41歳）
１733票3位当選

現在、3期目（民主・市民クラブ）
専修大学　法学部（２部）現在3年生

プロフィール

未来の八潮・子どものために…

ホームページ
あさだ和宏 検索

明けましておめでとうございます。
今年一年も元気で・明るく過ごしましょう～！

　２１世紀最初の１０年が終わり、新たな１０年、平成２３年がスター

トしました。

昨年は皆様にとりましてどんな一年だったでしょうか、

国内外では、経済や国防、政治の面など、相変わらず不安定な情勢が続きました。

この状況はまだ先行きが不透明であり、今年も注視していく必要があると思います。

　さて、本市の状況に目を移しますと、4月から始まる新年度予算も厳しい財政運

営を強いられる可能性は高く、さらに効率的な行政経営を進める必要があると考

えます。

そのような状況でも、多種多様化する市民ニーズに行政として迅速に対応する必

要があり、今後は、「出るを計って・入るを制する」という行政の運営原理から、

さらに一歩踏み込んで「入るを計って・出るを制する」という経営原理に行政側

もパラダイム・シフト（発想の転換）をしていく必要があります。

　もちろん行政側だけの努力では限界があり、市民の皆さんにも一定の理解・協

力が必要不可欠となってまいります。

私自身も市民の皆さんから選挙によって負託された立場として、責任ある対応・

行動を今年一年、全力で取り組んでまいりますので皆様のご指導をよろしくお願

いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　２０１２年１月

八潮市議会議員　　あさだ和宏

平成２３年　議員を囲む集い・議会報告会のお知らせ
日時　２月２６日（土曜日）午後７：００～（受付6：45）
場所　八潮メセナ　２階（集会室）
定員　１２０名（定員になり次第、締切りとなります）
会費　２，０００円（飲食代）

謹賀新年　　２０１１年謹賀新年　　２０１１年

※事前の予約が必要となりますので、
　参加ご希望の方はご連絡をお願いします。
FAX　９９６－４３６１
電話　朝田携帯　０９０－３４０２－６３８８

今年一年議員共々よろしくお願いします。育てる会役員一同



　
　

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
自

治
体
の
各
種
税
金
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
本
市
で
の
取
り
組
み
の
考
え

は
？

　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
は
、

カ
ー
ド
会
社
に
支
払
う
手
数
料
を
ど
ち
ら
が

負
担
す
る
の
か
と
い
う
問
題
や
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
支
払
い
に
よ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付

く
場
合
の
他
の
納
税
者
と
の
「
公
平
性
」
に

問
題
が
あ
り
、
今
後
他
の
自
治
体
の
導
入
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

今
後
市
と
し
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
納
付
と
は
異
な
る
「
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
」
と

い
う
納
付
方
法
を
導
入
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

こ
の
施
策
に
つ
い
て
、数
年
前
に
同
様
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
は
、提
案
し
ま
し
た
。そ

の
影
響
か
？
多
田
市
長
の
選
挙
公
約
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
だ
っ
た
の
で
、再

度
質
問
を
し
ま
し
た
。

答
弁
を
聞
く
と
、ど
う
や
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
納
付
よ
り
先
に
、モ
バ
イ
ル
レ
ジ
と
い

う
方
法
が
先
に
導
入
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。（
三
郷
市
で
実
施
済
み
）し
か
し
、利
用
率

は「
極
め
て
低
い
」と
の
答
弁
で
し
た
。同
様
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
利
用
率
も「
５
％
程
度
」と
な
っ
て
い
ま

す
。

現
在
の
利
用
率
だ
け
を
考
え
る
と
、現
段
階
で

は
費
用
対
効
果
が
低
い
状
態
で
す
が
、今
後
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
が
更
に
進
む
こ
と
を
考

慮
す
る
と
将
来
的
に
利
用
率
も
向
上
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、行
政
側
と
し
て
も
、納
税
者
の
皆
さ
ん

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
、

納
税
方
法
を
選
択
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ

し
と
思
い
ま
す（
他
市
の
動
向
ば
か
り
見
ず
に
、

自
ら
率
先
し
て
）

災
害
時
要
支
援
者
リ
ス
ト
の
作
成
に
つ
い
て

　
　

過
去
の
議
会
で
も
質
問
し
ま
し
た
が
、

災
害
発
生
時
に
活
用
出
来
る
、
要
支
援
者
リ

ス
ト
（
名
簿
）
に
つ
い
て
、
担
当
と
し
て
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
内
に
お
い
て

「
八
潮
市
災
害
時
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
同
時
に
作
業

を
進
め
て
い
る
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

こ
の
施
策
に
つ
い
て
も
過
去
の
議
会
で
質
問

を
お
こ
な
っ
た
の
で
、今
回
、現
在
の
取
り
組
み

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。答
弁
を
精
査
す
る

と
、市
役
所
内
の
関
係
部
局
で
は
、あ
る
程
度

の
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
。今
後
は
、こ
の
情
報
を
元
に
、要
支
援

者
に
該
当
す
る
方
へ
、第
三
者
に
対
し
て
の
情

報
提
供
の
賛
否
の
確
認
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、昨
今
の
個
人
情
報
に
対
す
る
過
剰
な

反
応
、違
っ
た
一
方
的
な
理
解
に
よ
っ
て「
拒
否
」

す
る
該
当
者
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

ま
た
、情
報
を
提
供
す
る
側（
第
三
者
）へ
の
、個

人
情
報
等
の
守
秘
義
務
の
徹
底
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。再
質
問
で
は
、上
記
の
よ
う
な
点
を

考
慮
し
て
、要
支
援
者
と
な
る
皆
さ
ん
へ
、き
ち

ん
と
し
た
説
明
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る

よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
問
題
は
、「
公
助
」だ
け
に
頼
る
の
で

は
な
く
、「
自
助
」「
共
助
」と
い
う
、「
自
ら
出
来

る
こ
と
は
自
ら
の
力
」で
と
い
う
概
念
が
大
切

で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
立
に
つ
い
て

　
　

地
方
分
権
社
会
が
到
来
し
、
今
後
は
さ

ら
に
自
治
体
と
し
て
の
政
策
立
案
能
力
が
問

わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も

今
後
直
面
す
る
様
々
な
行
政
課
題
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、
こ
こ
数
年
設
置
が
増
加
し
て

い
る
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
立
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

　
　

現
在
全
国
に
は
36
の
自
治
体
シ
ン
タ
ン

ク
が
設
立
さ
れ
、
県
内
で
は
戸
田
市
に
お
い

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の

意
義
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は

、
本
市
の
現
在
の
取
り
組
み
（
研
修
や
検
討

委
員
会
等
）
を
更
に
充
実
さ
せ
て
、
よ
り
質

の
高
い
行
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

冒
頭
の
質
問
趣
旨
に
あ
る
通
り
、こ
れ
か
ら

の
時
代
は
、自
治
体
自
ら
政
策
を
立
案
す
る
能

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
従
来
は
、国
や
県

等
が
作
っ
た
施
策
を
自
治
体
が
そ
の
ま
ま
運
用

す
れ
ば
良
い
時
代
で
し
た
）

特
に
２
０
０
０
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、そ
の
後
、急
速
に
そ
の
動
き
が
進
ん
で
い

ま
す
。

私
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
、職
員
一
人
ひ
と
り
が

そ
の
能
力
を
活
か
し
て
そ
の
自
治
体
が
抱
え
る

諸
問
題
に
対
応
出
来
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。ま
た
、そ
の
能
力
が
十
分
に
活
か
せ
る
組

織
体
制
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ

の
手
法
と
し
て
自
治
体
内
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を

設
立
し
、受
け
皿
と
な
る
こ
と
は
、行
政
を「
運

営
」か
ら「
経
営
す
る
」と
い
う
観
点
か
ら
も
有

意
義
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
に
つ
い
て

Q

Q

一
般
質
問

A

QA

A

市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
川
に
抱
か
れ
て
」の
活
用
に
つ
い
て

　
　

市
施
行
20
周
年
（
平
成
４
年
）
を
記
念

し
て
製
作
さ
れ
た
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「

川
に
抱
か
れ
て
」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
　

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「.

川
に
抱
か
れ
て
」

は
、
作
詞
・
作
曲
を
小
椋　

桂
氏
に
お
願
い

し
、
制
作
し
ま
し
た
。
現
在
公
共
施
設
等
に

お
け
る
活
用
方
法
は
、
市
役
所
庁
舎
で
は
昼

休
み
の
時
に
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等

で
は
閉
館
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
流
し
て
い
る

。
ま
た
市
内
小
中
学
校
の
一
部
で
は
、
朝
や

昼
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
更
な
る
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

再
質
問
で
確
認
し
ま
し
た
が
、こ
の
歌
を
制

作
し
た
時
の
諸
費
用
は
約
８
５
０
万
！

（
当
時
は
、と
て
も
市
の
財
政
が
豊
か
だ
っ
た
の

で
す
ね
！
）

今
回
、私
は
費
用
金
額
の
高
い
・
低
い
と
い
う
観

点
で
は
な
く
、せ
っ
か
く
有
名
な
方
が
作
詞
・
作

曲
し
て
い
た
だ
い
た
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ（
近
隣

で
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
）を
も
っ
と
、活
用
し

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
質
問
し
ま
し
た
。

歌
詞
の
内
容
も
本
市
の
自
然
や
躍
動
す
る
街
の

将
来
を
現
し
て
お
り
と
て
も
好
感
を
持
て
る

内
容
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
ち
な
み
に
近
隣
の
草
加
市
で
は
、電
話
の
待
ち

受
け
音
、夕
方
チ
ャ
イ
ム
、ゴ
ミ
清
掃
車
の
回
収

時
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。）要
す

る
に
、イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
、作
っ
た
後
の
計
画
性
が
乏
し
い
と…

。

再
質
問
で
、多
田
市
長
か
ら「
議
会
開
会
時
に

全
議
員
で
歌
っ
て
み
て
は
」と
の
提
言
が
あ
り

ま
し
た（
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
）

ま
た
多
田
市
長
に
対
し
て
、「
ぜ
ひ
、つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
八
潮
駅
の
発
車
音
と
し
て
出
来
る

よ
う
に
、会
社
へ
要
望
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
し

ま
し
た
。

QA

※

紙
面
の
関
係
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
、
再
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
細
を
省
か
せ
て

い
だ
だ
い
て
い
ま
す
。
質
問
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
月
下
旬
に
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
会
議
録
」
に
一
字
・
一
句
詳
細
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

来年度、伊勢野にある「ふれあい広場」にトイレの設置が内定しました。（地域住民の方から要望が多くあった事項でした）



　大学のゼミで朝田議員と共に「地方自治」の勉強をしている縁で、

今回初めて八潮市議会を傍聴しました。一般質問では、議員側と行政

側との間で議論が展開され、普段生活しているだけでは分からない市

政に対する、しのぎ合いを生で観ることができ、大学で法学を学ぶも

のとして、今回の「生」での議会傍聴は大変勉強になりました。

今回、傍聴したのは朝田議員が質問した日だけでしたが、他の議員が

質問するときは、傍聴者が私一人だけということがありました。

（後ほど、聞いた話では、誰も来ないケースが多いとか…）

今回、朝田議員は勿論、他の議員の質問を見ると、教育問題や交通、

高齢者の課題等、私達の生活に身近な課題・問題が議論されていました。

八潮市に住んでいる皆さんの生活に直結する内容ばかりだと思いますので、是非議会を傍聴されることを私からもお薦

めします。

また、質問の内容を聞くと、その議員の資質も理解出来ますので、議員としての働きをチェックすることが出来ます。

　最後に、議会側も、今や地方議会の主流となりつつあるインターネット中継や夜間議会・休日議会、そして議会として

の議会報告会等を開催してほしいと感じました。

専修大学法学部・法律学科３年　渡辺幸弘

　私も過去の一般質問で、早期に制定をしてほしいと提言した「八潮市自治基本条例」が本議会に上程されました。当

初、「良かった」と思ったのもつかの間…。

制定まで関わった市民検討委員案（会議回数14回）が最後の最後「鶴の一声」（市役所の2階にいるらしい）で大幅に

変更となったことが判明。その後、検討委員側から行政に再度申し入れが行われる事態に…。

　自治基本条例を制定するには「プロセスが重要」と言われています。また「市民と協働」と叫ばれている時代に、こ

のような手法で条例が決定するのは異例だと私は思います。

もちろん、私は条例制定には反対ではありません。制定するのであれば、再度、検討委員側と時間をかけて話し合い、

より良い内容にして上程することが大切だと思います。決定の仕方が納得いきませんでした。

採決では、私達会派だけ「反対」賛成多数で可決となりました。

　今議会に、来年度（今年４月）から、都市計画税の税率改定「値上げ」（現行０．２％→０．２５％）についての議

案が上程されました。

都市計画税とは、使途が特定されている市町村の「目的税」であり、本市では、区画整理事業や市道の整備等の都市基

盤整備等が該当します。現在、本市は、市面積の約２３％を区画整理によって整備（この数値は県内４０市でも最も高

い割合）しており、区画整理事業を早期に完了することは喫緊の課題だと認識しています。今回、税率を改定して財源

の確保（年間約2億5000万円の増）をする「苦肉の策」について一定の理解はしますが、私は、まずは現在実施してい

る事業（区画整理等）の規模が本市の「身の丈に合っているのか」まずは再検証する時期ではないかと考えます。

　また、今後、様々な値上げ（介護保険料等）が予想されることを考慮すると、個人・法人を含む納税義務者１人当た

り年平均負担額（約１万円）も、決して低くないと思います。

　以上のような理由から私自身は採決に「反対」しましたが、賛成多数で可決となりました。

都市計画税について都市計画税について

自治基本条例について自治基本条例について

議会ウォッチング

新中川橋が開通しました。三郷方面へのアクセスが便利になりました。一方で、交通量の増加も懸念されますので、今後も注視していきたいと思います。



皆さん、こんにちは！

平成２３年がスタートし、早 1ヶ月が経過しようとしています。

皆さんは、今年一年どんな目標を立てましたか？

私は（行動する）「守りと攻める」ということを目標として一年を過ごしていきたいと考えています。

　　

　先日、ある本の中で「ミルク壷に落ちた三匹のネズミ」という話がありました。

一匹のネズミは、あいつのせいで落ちた、あいつの責任だと、悪口を嘆きばかり。そのうちにミルクに溺れて死ん

でしまいました。

　もう一匹のネズミは、なんとかしなければ、なんとかしなければと考えるばかりで、そのうちにミルクに溺れて死

んでしまいました。

　もう一匹のネズミは、どこかに手がかかるところはないか、どこかに足の届くこところはないか、と手足をバタバ

タ動かしました。あるとき、固い地面に足が立って助かりました。手足をバタバタしたことによってミルクがチーズ

となり、それが足場となって助かったという話です。

　この話は「寓話」かも知れませんが、どこかの国・とある自治体の状況と同じかも知れません。

結果が見えない、答えがわからない等、じっとしていても何も変化は起こりません。

社会や他人のせいにするのではなく、自ら行動することが大切だと思います。

今年一年、元気に・明るく・行動しましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和宏

和宏の独り言… ～行動する～

◎自転車ご用聞き・街宣活動を行いました
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市政に対する提言や要望等、お気軽にご相談下さい。連絡先・朝田携帯０９０－３４０２－６３８８（非通知の場合は繋がりません）またはメールでも構いません。

　１２月３日、現在通っている専修大学の講義（地方自治論）に、不肖、

私が外部講師？として講演をしました。（１コマ９０分を２コマ）

事の経緯は、地方自治論の講師である小林弘和教授から「地方議会の現

状について」話してほしいと依頼があり、快く受けさせていただきました。

会場は約３００人収容の大教室、大半の学生は２０代前半・・・という

ことで、少しでも議会に感心を持ってもらえるよう専門用語を使わずに

講演しました。

いつもと立場（学生と講師）が逆であり、多少の戸惑いがありましたが、

何とか無事終了することが出来ました。（貴重な体験が出来ました）

～大学で講義しました～

★ 

編
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後
記 

★ 

〜
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〜


